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(self-esteem) J (以下、 rSEJ と表記)の概念は、人権教育を個人の資質のレベルでとらえ直すうえで重要な意
義をもってきたものの、抽象的な目標概念以上のものとして教育理論の中に位置づいてきたとは言い難い。むしろ、



























の中での SE の言説を丹念に分析している。さらに同和教育に独特の言説や概念を、 SE を軸にして読み解くことによ
り、普遍性のある言説や概念として再定義する試みも行っている。また、「開放性」の形成プロセスについて、内的
葛藤の概念を軸にしながら、 vulnerability (受苦可能性)、 resiliency (しなやかさ)、受容と共感、対話といった諸概
念と組み合わせて描き出すことにより、オリジナリティのあるモデルを構想している。
「開放性J 概念の妥当性や人権教育への具体的な示唆に関する課題は若干残るが、さまざまな人権教育の研究者や
実践者にとって、本論文は今後、共通の検証軸として有効に活用しうる斬新な議論を提示している。以上の理由から、
本論文は博士(人間科学)の学位授与にふさわしいものと判定する。
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